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今和次郎が参加 した1934～41年(昭 和9～16)の 農林省積雪地方農村経済調査所による積雪地方農家家屋調査 と(財)

同潤会による東北地方農山漁村住宅改善調査は,戦 前における農村の生活 ・住宅改善を目的とした画期的な調査研究で

あった。そのような研究がなぜ,ど のような組織で行われたのか。大正期から農村研究に打ち込み,数 々の業績を残 し

てきた今がこの調査において果たした役割 と成果について検証 した。今の85年 に及ぶ生涯は,日 本の近代化に始ま り二

度に亘る世界大戦を経た激動の時代の中で,常 に人間 と人間の生活のあ り方に焦点を当てながら実践をもってすすめた

ものだった。この調査の成果は戦後の農村における生活改善運動の基礎 となった といえる。
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The two research studies; one was on the peasant houses in Japanese snowy districts by Sekichou of the Ministry of Agriculture and 
another was on the redevelopment of peoples' houses in the northern regions by Dojunkai, to which a Japanese architect Kon Wajiro 

participated from 1935 to 1941, were epochal works before the World War II. This paper examines why and how these research studies 
were conducted, and what Kon accomplished through them. The outcomes from these two research studies formed the foundation of the 

movement for the improvement of living conditions in Japanese ruraI areas after the World War II.

1.は じめに

1.1研 究の目的

1888年,青 森県に生まれた今和次郎は東京美術学校図

案科を卒業後,早 稲田大学建築学科において47年 間に亘

り教育と研究に携わ り,そ の間民家を始め とす る新 しい

分野の研究に取り組み,考 現学,住 居学,生 活学等の諸

学の基礎を築いた。これ らの業績の多くは『今和次郎集』

全9巻 文1)の他 『生活学の提唱』文2)『今和次郎,そ の考現

学』文3)『建築外の思考一今和次郎論』文4)等,川 添登や黒

石いずみらによって考究されているが,未 整理の業績 も

あり,特 に農村における研究が必要である。

今が参加 した1934～41年 の雪調(農 林省積雪地方農

村経済調査所,現 在雪の里情報館)に よる積雪地方農家

家屋調査 と(財)同 潤会による東北調査(東 北地方農山

漁村住宅改善調査)は,戦 前における農村の生活 ・住宅

改善を目的 とした画期的な研究であった。本研究では,

そのような研究がなぜ行われたのか,そ の内容はどのよ

うなものであり,そ の成果はどのように生か されたのか

について明 らかにするものである。

生活 ・住宅改善運動は社会の変革期に,あ る方向性を

持って推 し進められる。明治以後大正,昭 和前期 を通 じ

て進められた生活 ・住宅改善運動の流れ と比較 して,今

の農家の生活や住まい研究の独 自性 を明 らかにする視点

から,東 北調査の意味を検証することを試みた。

1.2研 究方法

①現在,工 学院大学に保管 されている今和次郎 コレク

ションの中から生活 ・住宅改善に関連す る資料並びに東

北調査資料,雪 調での会議録,当 時の改善に向けての活

動資料(伝 習会出席者へのアンケー ト,技 術講習会,素
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人設計懸賞募集)を 収集分析 し,② 現地調査 としては今

の故郷である青森市,弘 前市において姻戚関係者か らの

聴き取 りと,東 北調査の拠点となった山形県新庄市にあ

る雪の里情報館において関連資料の収集,現 地研究者 と

の情報交換,③ 鮭川村調査(積 雪地方農村経済調査機構

設計研究,農 家家屋 ・共同作業所設計研究)に おいて東

畑精一と共に農村経済更正計画を担当した西村甲一への

インタビュー,④ 明治,大 正,昭 和前期に発刊 された書

籍,雑 誌,新 聞等の生活 ・住宅改善に関する記事の収集,

分析をおこなった。

2.今 和次郎の生活 ・住宅改善運動

2.1今 和次郎の人と研究

時代に先駆 け建築学に新 しい視点を開いた今は,19i7

年9月,雑 誌 『住宅』に「民家の型」文5)を執筆 したが,編

集者 より 「夙に,住 宅の研究は須 らく民家の研究よ りせ

よとの論を持 し,其 の透徹せる理性 の批判と深刻なる研

究心とに依って此の一編を成され,特 に本紙の為に恵与

さる。」と紹介 された。この年,古 民家に体現される 日本

文化を保存す る趣旨で柳田國男,佐 藤功…らによって設

立された 白茅会注L)に29歳 の今 も参加 し,民 家採集調査

をおこなった。 この間,農 学,社 会学,人 文地理学など

他分野の研究者 との交流を深め,学 問領域 を拡大させて

いった。1919年 から数年の間,農 商務省の嘱託として石

黒忠篤農政課長の下で全国各地の農村を訪ね農民生活を

つぶ さに見聞している。1922年,今 は 『日本の民家』文6)

を上梓するが,そ の時柳田から 「君の書いた家のことは

家の中に生活 している人間を抜 きにしている」といわれ

たと『暮 しと住居』文7>の序文に記している。柳田の指摘

は民家研究から農村の生活 ・住宅改善に視点を広げる契

機 となり,生 活改善指導研究は今のライ フワーク とも

なった。

今の印象を忘れがたいものにするのは,津 軽弁の短い

言葉,眼 鏡の奥に光る優 しい眼差 し,そ の風貌,生 き方

そのものが発す る強烈な情報である。1923年 の関東大震

災以後,い がぐり頭にジャンパー,ズ ック靴,布 製の袋

を提げた出で立ちで生涯を過ごしたことは有名である

文8)
。

今は弘前市百石町の医者の家に1888年7H,次 男 とし

て生まれたが,弘 前時代については多 くを語らない。た

だ,中 学は東奥義塾に入ったが 「勉強は嫌いで成績 は悪

かった」文8)と書いている。好きな絵が描けることから東

京美術学校 の図案科に入 り特待生 となるが,知 育だけで

計る人間の価値に疑問を持ちつづけた。戦後の教育過熱

には 「教育ママはよくない。子どもを駄 目にす る」と心

を痛めていた。

1922年 とユ944年 に朝鮮半島の住宅調査,1930年 には

欧米視察で各地の生活や住まいを観察 した。生涯に亘っ

て歩き続け,記 録 し続けた膨大な研究の中心は人間 と人

間生活への尽きる事のない興味と関心だった。1973年10

月27日,今 は85年 の生涯を南に広い花畑が広がる保谷

の古い自宅の一室で静かに閉 じた。

2.2生 活改善運動の歴史的展開

D生 活改善運動の流れ

生活改善は本来,時 代の変化や社会の進歩に伴 う,こ

れまでの生活 との不適合か ら脱却する為に行われる筈の

ものであろ う。今は 「家の光」の講演(1952年 ・兵庫県)

で 「生活改善は自分の生活に矛盾を見出すことから始ま

る」と語っている。しか し我が国の生活改善運動は,国

民の自覚を待たずに外圧に依って始められ,政 府の政策

による啓蒙運動を中心として展開 されていった。

明治維新以来,海 外の制度や風俗習慣を採 り入れるこ

とが新政府の方針であった。政府は外国人から 「未開国

野蛮国視 されていた」文9>在来の 日本の生活習慣が欧米と

の対等の交際の上で不都合であると考え,欧 風化政策を

進めた。此の政策は,先 ず上流階級に広がった。大正デ

モクラシー期には,生 活の改善は次第に都市中間層にも

広がりを見せたが,一 般庶民の間までは,な かなか浸透

して行かず,都 市労働者や細民階級については,セ ツル

メン トや隣i保事業の手を借 りなければならなかった。

したがって大正期に於ける生活改善運動は,各 省庁の

呼びかけによって民間の知識階級の婦人達が実務上の指

導者 となって進められた。内務省は 「民力酒養」に関す

る訓令を基に,貯 金の奨励,時 間の励行,衣 食住の改善

等を実行項 目とし,文 部省は家庭生活の合理化 ・科学化

と代用食の奨励等に加え思想善導注2)を図 り,農商務省は

経済問題への対応策として国民生活の改善を図ろ うとし



た。第一次大戦後の経済不安の中で,政 府にとって国富

増進の為の消費節減は急務であった。何れの場合も婦女

子の覚醒を促 し,家 政を担当する婦人達をその運動の中

心に置いた。1920年1月 東京 に文部省の外郭団体 として

財団法人 「生活改善同盟会」が結成 された。同会は文部

省 と各分野の専門家からなる半官半民の団体で,今 は住

宅改善に関する調査委員 として参加,生 活改善 との関係

はこの時から始まった。

1923年 関東大震災に見舞われ,人 々は従来の生活様式

に多くの欠点のあることを悟 り,生 活改善の必要性 を痛

感することになる。1924年 震災復興の目的で同潤会が創

立され,都 市の住環境は少 しずっ変わ り始めた。図らず

も,生 活改善の動きはこの震災によって促進され ること

となった。

戦時色が濃 くな り都市農村を問わず国民の生活が窮乏

して行 くに従い,こ の運動は停滞 し1943年10月 生活改

善同盟会は解散することとなる。しか し,生 活物資の不

足を補い,戦 時下を乗 り切 るための生活改善として各種

婦人団体などに依 り活動は続 けられて行 く。

2)東 北調査までの農村生活改善運動

内務省勧業局は,1881年 東京浅草の本願寺に全国の篤

農家を集めて第1回 全国農談会を開いた。これをきっか

けに各地で農談会が開かれ,次 第に農村でも生活改善の

動きが見 られる様になっていった。

既に1888年 か ら秋 田の石川理紀之助が,1890年 には群

馬の船津伝次平が衣服の改善や カマ ドの改善に取 りか

かっていた。1914年 愛知県常滑町で農民の手により簡易

水道が設置され,tg15年 には島根県八束郡熊野町矢谷部

落の婦人会が台所改善に着手 した。この改善は農家の主

婦達が台所の巡視批評会を開いたのが出発点と言われて

いる。続いて各地で行われた台所改善 も,台 所や農具の

整理整頓 と台所品評会から始められている。経済的に余

裕のない農家にとって,多 くの資金を必要 とす る改善は

不可能であった。先ずお金が無 くても出来る事から始め,

次に手近にある材料を利用 し仕事の合間に自らの手で工

夫す る。そ して婦人会や部落で 「台所改善講」を作り順

番に利用す る。又,主 婦の内職も改善資金に充て られた。

今は 「家の光」の講演で 「生活改善は自分の生活に矛盾

を見出す ことからは じまる。二番 目に断固としてやる強

い意志,三 番 目はやる方法に就いての知識,四 番 目はお

金をどうしよう,と い う順序だ」 と述べている。

1919年 から始まった福岡県築上郡黒土村での住宅改善

は,松 浦長太郎の 『農村に於ける台所改善の研究』文1ωに

詳 しい。内務省衛生局でも,1918年 から4力 年に亘 り全

国の農村衛生状態の調査文ω を行ったp後 に考案 された

内務省式改良便所も徐々に普及 し始めた。各地で改元を

記念 した改善事業も行われたが,実 施の多くは関東以西

であり,東 北地方に於ける改善の例は殆ど見ることが出

来ない。凶作に苦 しめられていた東北の農家にとっては,

当時喧伝されていた生活改善 も文化生活 も縁遠いもので

あったと思われ る。1932年 に始まった農林省 に依る経済

更正運動(農 山漁村経済更正運動)が,経 済の建て直 しだ

けでな く生活改善を採 り上げてい る事は注 目され る。

「一向に芽をふかなかった農村建築研究も今度の東北の冷

害が機縁となって,い ささか重要視 されるに至ったかの

感がある。」と今は 『草屋根』文12)の中で書いている。

1934年 の東北地方大凶作の折,農 家の窮状に救援の手

を差しのべたのが羽仁 もと子の 「友の会」であった。1935

年同会は,「農村生活合理化運動五力年計画」を展開 し,

東北6県 に一箇所ずつセツルメン トを開設 した。開設に

先立ち,冷 害のひ どい集落の生活全般に亘る綿密な実態

調査を行い,そ の記録は 『田山村の生活』文t3}として発

行 された。農民の生活は,政 府の払い下げ米や義措金で

解決するような簡単な問題ではなく,農 民が自力更正出

来る様にする為に,生活の根本を改善する必要があった。

六箇所の内の一つ,秋 田生保内セツルメン トは,今 が設

計した注3)。

2.3農 村の生活 ・住宅改善に対する今和次郎の視点

1)今 和次郎 と農村の生活改善

大正期に入って生活改善運動は,明 治以降欧米の生活

様式をモデル として都市の中産階級を中心に進められ る

が,都 市の人々の農村に対する知識や理解は低 く,「地方

の人は文化程度低 く知識趣味浅く,見 聞狭く…ただ広い

だけの家は整理整頓悪 く,台 所は不潔である」文14)とい

う記事が雑誌 『住宅』に掲載 された。同じ紙上に今は 「民

家の型」二篇を執筆 し,人 文地理学的な考察から民家の

形の違いは自然環境や社会環境の違いからくることや,

それが自然に調和 していることを説き,無 知による批判

を戒めている。また,周 囲との調和を欠いた洋風建築の

自己中心的な設計を反道徳的なもの として,自 然を研究

するよう求めている。

今は1917年 には精緻な実測図集『民家図集第一輯埼玉

県の部』文15)を出版 した。雑誌 『住宅』の 「農民心理と

田園住宅」(1920年6月)で は 「人寄せが娯楽である農村

では,他 に施設がない以上,広 い部屋 と広い台所は必要

であ り,台 所と土間は多勢が1度 に食事をした り,作 業

などの多 目的な機能 もある」ことを認 めながら,生 産能

率の増進から合理的で住み心地よい住まいの改良として,

採光を良くすること,作 業場の分離,排 煙の必要性を説

いている。そして人寄せのためには村の集会所の建設が

理想であるとして薦めている。今の生活 ・住宅改善に対

する発言 は,農 村 を歩き,綿 密 な調査 に基づいたもの

だった。1922年7月 には,都 市河川の恐るべき汚染の実

態を 『住宅』誌上で警告 し,環 境問題 を視野に入れて早

急な下水道整備の必要を説くとい う先見性もみせている。



この時期,官 の側からの生活改善運動も活発化する。

1920年,生 活改善同盟会の住宅改善調査委員 となった今

は,佐 野利器を委員長に大熊喜邦,佐 藤功 一,井 上秀,渋

沢秀雄 らと共に4年 間に亘る調査研究を『生活改善の栞』

文16》として纏めた。内容は,① 椅子式生活の勧 め,② 家

族本位の間取 り,③ 衛生,防 災的な構造 と設備,④ 実用

的な庭造 り,⑤ 共同住宅,田 園都市施設の奨励,で あっ

た。この方針が都市中心であったため,農 村の視点から

の生活改善指針が必要 とされ,1924年 には,佐 藤i寛次(農

学)田 村剛(林 学)小 田内道敏(人 文地理学)ら が加わっ

た委員会が結成 され調査研究を重ねて1930年 に『農村生

活改善指針』文17)を発表 した。その 主な内容は,① 家族

本位の間取 り,② 台所改善は衛生的能率的に,③ 付属舎

の分離 ④災害に強い防災構造に,⑤ 宅地の変更,移 動

はかまわないが宅地内は実用 と美観 に注意,⑥ 農村全体

の計画に注意,等 の項 目で具体的な改善例 も示 された。

これは大正以来民家研究,農 村の生活研究を続けてきた

今がこれまでも主張 してきたことであったが,更 に農学,

林学,人 文地理学等の他分野の専門家を交えることで研

究を深め,実 態に即 した方針が打ち出された。

2)農 村更正叢書 『農村家屋の改善』

1933年 に出版の 『農村家屋の改善』文18}は改善の意義,

必要性,そ れによってもた らされる効果,改 善方法,建

築に必要な知識に至るまでを丁寧に解説 した指導書であ

る。その基本 となっているのは 「農村生活改善指針」で

ある。今はこの本を纏めるに当っては,農 村家屋の改善

は空想的にならない範囲でしかも多 くの人々にす ぐに役

立っことを心がけている。また住宅改善はお金のかかる

ことであり,積 極的で効果的なお金の使い方をす ること

で,使 ったお金の何倍もの利益,つ まり合理的な生活や

幸せな暮 しが出来るようになると語 りかけている。農村

について深い知識を持つ今は,農 村の住宅が長い歴史の

中で蓄積 された文化の集積 されたものであり,住 宅改善

がその文化の破壊に繋 がることを非常 に恐れ ていた。

従って農家の単純な間取 りや形態は美 しいもので,地 理

的な必然性や合理性,歴 史性 もありそれを十分考慮 して

改善に臨むことが大切であると述べている。これは都市

の住宅改善が洋風化を最上のものとして奨めていること

とは違 う大事な点である。その上で人間が健康に生活が

できるための改善 とは何かを問い掛けている。そ して台

所や土間,寝 間の衛生面からの改善を換気,採 光,日 照

の面から説き台所の位置,作 業台の高 さ,配 置,竈,排

煙など解 りやす く図解 して説明 している。さらに家族本

位の間取 りや子どもの居場所づ くり,子 どもの遊び場,

ベ ランダ,病 人のための予備室などを 「更なる文化生活

の為に」 どうかと提案 している。

住宅改善は住いの内部だけの問題ではな く敷地内から

村全体に及ぶもので,ま ず作業の能率や衛生面を考えた

建物配置や敷地内の整理に注意す る必要を説いている。

更に今は農作業の共同化や作業場の共同利用,接 客や集

会のための共同空間を作ることで住いの合理化を図るこ

とを提案 している。今による東北地方の農山漁村調査は

これらの生活 ・住宅改善理念の上に進められたものであ

り,そ れは更に戦後の農村住宅改善の基礎 ともなった。

3.農 林省積雪地方農村経済調査所の設置とその成果

3.1農 山漁村経済更正運動 と雪調

1932年,ウ オール街に端を発 した世界恐慌の影響を受

けて,日 本でも米 ・繭など農産物価格の下落を中心とし

た農業恐慌の波が農村を襲い,特 に1934年 の大冷害,凶

作が重なった東北農村では娘の身売 り,青 田売 りな ど深

刻な社会経済問題が生 じていた。

5.15事 件で倒れた犬養内閣の後を受けて1932年5Aに

成立した斉藤実(海 軍出身政治家,岩 手県生まれ)内 閣

は,組 閣早々の1932年6A臨 時議会 を召集 し,各 種の

農村救済策を審議可決 した。この決議を具体化するため

8Aに 救農臨時議会を召集 し,救 農土木事業 と経済更生

運動の予算約L6億 円の支出と関連法案を可決 した。こ

の経済更正運動は農民の自力更生を基本に恐慌救済を図

り,農 山漁村経済の計画的組織的整備を推 し進める官製

国民運動で,9月 農林省にこの運動の執行機関として経

済更生部が新設された。農林大臣後藤文夫,農 林次官石

黒忠篤の下,部 長には農務局長から横滑 りした小平権一

が就任 した。同部には,総 務 ・産業組合 ・金融 ・副業の

4課 が置かれた。

次いで昭和8年 度予算 として経済更正部の経済更正費

中に主要項 目として雪調の設置 を盛 り込んだ予算が承認

され,1933年5月 雪調の設置が許可された。同所は山形

県出身で雪害救済運動に献身 していた松岡俊三代議士の

助力 もあって豪雪地帯の同県最上郡新庄町に置かれ るこ

とにな り,以 後,積 雪地方農村研究の中心的役割 を果た

す とともに,東 北調査では同潤会と二人三脚で大きな役

割を果たすことになった。設置 された当初の職員は近畿

地方から転任 した山口弘道所長以下14名,初 年度予算は

約9万 円でスター トした。

雪調の主な業務は,① 農山漁村の経済に関する調査研

究,② 農村工業及び副業に関する調査研究及び指導,③

積雪に関する調査研究の3つ で,東 北地方 を中心に北海

道から福井県 ぐらいまでの 日本海沿いの積雪地方を対象

としたが,実 際には青森から新潟 ・長野までが研究対象

となった。

3.2山 形県鮭川村調査と恩賜郷倉調査

今は1934年2月,雪 調の委託で山形県最上郡鮭川村に

於いて農村住宅の調査を行い,11月 には積雪地方の農村

住宅及び共同作業場建築の第一次指導設計案を作成 した



(「積雪地方農村経済調査所報告第4冊 」)。1935年1月 に

は雪調の伝習会講師 として,東 北6県 の各村に建てられ

る郷倉及び共同作業場の建築にっいて,各 県より集まっ

た伝習生に対 して建築設計方針の指導を行い,そ れに基

づいて1936年 末までに各地に施設が建設された。

1)鮭 川村調査

雪調資料室所蔵の 「昭和8年 度委託調査項 目(案)」に

は,調 査予定項 目として第一に 「農家家屋二関スル研

究」,第二に「共同作業場二関スル研究」,第三に東京帝国

大学農学部農業経済学科助教授錦織英夫に委託する 「積

雪地方農家経営ノ設計二関スル研究」,第四に同学科教授

東畑精一に委託する「積雪地方農村経済機構設計二関スル

研究」,第 五に 「雪質二関スル調査」が上げられている。

そ して1934年2月9日 には,農 林省経済更正部長から今

宛に 「農家家屋に関する研究」 と 「共同作業場に関する

研究」が雪調1933年 度委託調査 として要請された。2月

18日 には雪調で鮭川村調査に関する協議会が,東 畑,錦

織,今,彼 らの助手や教え子である西村甲一,蔵 田周忠,

竹内芳太郎,ま た山形県の技師たちと雪調の所長山口弘

道,技 手らによって行われた。そ して今たちは19日 から

23日 にわた り,鮭 川村 日下部落か ら川 口,下 絵馬河,佐

渡,羽 根沢,香 西新 田,米,中 渡の各部落の村落の経済

状況か ら農家の状態に至る調査が行われた注4>。

このような雪調による総合的な調査研究は,東 北地方

の生活改善に最 も有効な方法は第一に作業効率の向上,

そ して第二に衛生状況の改善が必要であるとい う判断に

基づいて提案されたものだった。1936年1月17・18日 に

開催された調査委員会(同 潤会東北地方農山漁村住宅改

善調査委員会)の 議事録集文19)では,雪 調所長山口弘道

が二っの方針があった と述べている。まず,東 北地方の

生活改善は多様な要因によるものであり,家 屋の改善に

よって作業の能率 を増進 し,産 業の振興を図 り生活全体

を救済す ることを目的 とす る。したがって共同作業場で

労働の合理化と集約化を図るとともに,農 家の改善は広

すぎてしかも採光の足 りない作業場の改善,厩 舎の分離,

土間の多機能性の整理,そ して居間,台 所,寝 室,構 造

の順番で行 うべきだ とい う方針である。次に,即 急に行

われるべき部分改善と,実 験を行 って長期に行 う新 しい

住宅案の提示 とい う二段階の方法を取ることである。そ

して雪調は,二 つの調査委託の際に,今 に対 して採光や

保温,換 気の条件を満た し,冬 季の作業空間を備 えた農

家家屋の設計案の提示 と,共 同作業場を村落の中心とし

て設計す る案の提示を要請 した。調査研究はす ぐさま具

体的な実施を視野に入れたものだった。

今たちが鮭川村で行 った調査は,ま ず地勢 と各農家の

所有す る田畑 ・山林,戸 数 と人 口,1戸 あたりの生産量,

死亡率,生 活費の構成などの詳 しいデータの収集 と,特

に,冬 の生活がどのよ うに行われているか,村 落内の人

間関係や家作 りの仕方は どうかについての聞き取 りだっ

た。そ して各住戸の詳細な平面図を,構 造,各 部分の素

材や仕上げ,特に台所や風 呂場における炉や水源の配置,

仕事場 と他の部屋 との関係,冬 の問採光源 となる高窓の

位置などに注目して採集 している。竹 内の資料には,26

種類の平面図の うち16種 類が克明に製図され,そ の寸法

までもが細部にわた り記 されている。

さらに,同 じ資料には竹内の 「改良私考」として,切

妻屋根に して二階部分を活用すること,台 所における立

ち流 しの使用,土 間の整理,腰 掛式食事場,寝 間の床に

最初からわら布団を装置することなどが提案されてお り,

農家家屋改善の方策を,竹 内らが鮭川村調査で具体的に

見出していたことが明 らかに示 されている。また,山 形

県南沼原村で1927年 から活用 されている共同作業場のス

ケッチと,詳 細な間取 り,そ の使い勝手,構 法などの資

料も採集 されている。この資料が後に共同作業場設計案

作成に役立った注5)。

2)積 雪地方農家家屋改善設計 と共同作業所

1934年11月,鮭 川村調査にもとついて雪調は 「積雪地

方農家家屋及び農村共同作業場設計に関する調査」文20)

を出版する。そこには第一に 「積雪地方農家家屋設計に

関する調査」として改善意見,甲 乙二案の改善家屋設計

概要,工 費概要,第 二に 「北海道地方農家家屋設計に関

する調査」,そして第三に 「積雪地方農村共同作業場に関

する調査」で,そ の建設に関する意見 と甲乙2案 の設計

概要が述べ られている。第二の部分は北海道庁技師佐藤

亀之助によるもので,第 一 と第三の部分が,今 が竹内ら

との調査に基づいてまとめたものだった。

調査報告書 としてま とめられた 「積雪地方農家家屋改

善設計説明書」では,現 況調査による改善意見が10項 目

にわたって挙げ られている注6)。その中で今が東北地方の

農家の平面が一般的な四つ間式ではなく,広 間を中心に

した構成であ り,そ れが地域の風土的特性にあっている

ことを指摘 してい るが,そ の大きな特徴は歴史的な間取

り形式を重視 して住居の平面を考える姿勢だった。また,

現在住宅の細かい問題 をそこで生活する人の立場から把

握 し,構 造や衛生の条件改善を具体的に提案 している。

改善家屋設計案 として挙げられた甲乙二案は,ま ず甲

案が木造平屋で44坪 の建坪であるのに対 して,乙 案は建

坪22坪 の二階建てである。甲案の設計方針で特徴的なの

は,鮭 川村の一般的な間取 りを参照 し,作 業場と厩舎 を

付属家 として分離 して,面 積を縮小 した土間(に わ)中

心の間取 りになっている。それに対 して乙案は,積 雪対

策に重点を置いている。っまり,積 雪時には外階段で上

部の居室に直接入れ るようになっていて,「階下の空間を

作業場物置などに使用し得るよ う考案す即ち建物の水平

方向に伸び るものに対 してこれは垂直重層 とする方針」

で設計された。それは同時に,採 光 ・通風乾燥に有利で



あると述べている。一階に作業場,厩 舎,風 呂,便 所,物

置を設け,二 階は 甲案 とほぼ同 じ広間中心の間取 りに

なっている。その計画メモには,今 が 「スイス ・中部 ド

イツ ・アルプス山脈地方の民家に於いて相似の条件によ

る類型を発見する」ことで二層住居を考案 したと記 され

ている。

「積雪地方農村共同作業場建築設計説明書」で提出 さ

れた甲乙案は,両 方とも床がコンクリー ト叩きで木造小

屋組みであり、甲案は平家建てで下屋付の48坪,乙 案は

二階に大集会室をもつ二階建ての90坪 だった。共同作業

場は,南 沼原村などの共同作業場に対する検討で今が述

べているよ うに,「村の中心 として多面的に役立っ」施設

として,各 農家の作業空間を整理すると同時に農耕機械

などを共有化 し,作 業を共同化 して農村生活の経済的合

理化を促すためのもの として十分な大きさで計画 された。

さらに人々の村落共同体意識を育てて年間を通 じて村の

中心として機能するように,一 間の単純な空間が設計 さ

れた。

3.3郷 倉調査 と設計

1934年 の暮れに,東 北地方の冷害に対 して天皇か ら下

賜 された50万 円と国費163万 円を加 えて,合 計4813棟 の

郷倉 を建てることが決定 された。農林省から委託され,

残存する旧幕時代の郷倉を調査するために,今 は竹内芳

太郎 と大矢信雄 とともに12月 末には山形県最上郡稲舟

村,青 森県北津軽郡七和村,八 戸町へ出かけ,正935年3

月には竹内と岩崎健生が さらに東京府下恩方村へ と出か

けた。そして各地域 における郷倉の制度の仕組みとその

規模,屋 根や壁,床 の仕上げや基礎 の材料 と作 り方,そ

して貯蔵や管理の空間利用の状況を,聞 き取 りと図面採

取によって調査 した。

伝統的に各地で行われていた郷倉制度は,明 治維新以

来殆 ど衰退 していたが,そ の制度が単に農産物の貯蔵の

ためだけでなく,積 雪地方における農家の経済機構全体

に様々な意味で有効であることを,東 畑は鮭川村におけ

る研究で明らかに した。東畑は東北の農村の特異性は,

地主と小作の経済格差が大きく,副 業が未発達のために

現金収入が少ないこと,そ して金融 を商人 と地主が支配

しているために,過 重な負債が凶作に加えて農民を圧迫

し,農 業の合理化を妨げていることを指摘 した。そして,

経済観念 を教育する必要のほかに,協 同作業や販売 ・流

通の協同化,公 的な金融機関の必要を]934年7月 の 「積

雪地方農村経済機構設計に関す る研究」で提唱している。

注7)

今たちは現地調査による残存郷倉の構造や材料の問題

を把握するとともに,こ れ らの研究に基づいて,郷 倉制

度 を現代的制度として再生するために,最 も単純な機能

と規模,そ して気候条件に適合 した合理的構法を決定す

る。今 と竹内 ・大矢によって調査と同時にまとめられた

郷蔵建築仕様書(1936年1月)で は,建 築面積が10坪 の

本屋に2坪 の下屋が付属 した,相 決 り堅板張 り壁,亜 鉛

引鉄板仕上げの切妻屋根の一室空間で,コ ンクリー ト基

礎の上に松の高床を設けた甲案 と,モ ル タル仕上げの直

床の乙案 との二つが提案された。そ して各地の状況に応

じてこれ らの2案 がおよそ2000棟,実 際に建設された。

3.4雪 国試験農家家屋の建設

1937年,雪 調敷地内に 「日本雪氷協会」との協力で,

家屋における雪害対策に重点を置いた実験住宅 を建設す

ることが決定された。

1)試 験農家家屋に対する考え方

1936年1月 の調査委員会で,雪 調所長山口は実験住宅

において長期に確認 されるべきなのは屋根の材料や形態,

部屋の保温や排煙 といった改善項 目であると述べたが,

今はさらにつけ加えて,鮭 川村調査で確認 した農民 自身

に技術を伝 え自主的改善を促すことの有効性,単 に建築

家の理念に基づいて模範例を作るのではなく,採 暖 ・採

光 ・屋根材な どを,実 際に農民を居住 させて確認する必

要を主張 している。

今の 「試験家屋建築工事費予算」メモには,彼 が当初

四種類の試験家屋を並行的に実現することを考えていた

ことが示 されている。それは[甲](a)指 定試験家屋;既

存の農家の部分改善,(b)総 合試験家屋;延 べ床50坪 の

木造二階建て,[乙]基 礎的実験家屋;延 べ床10坪 の木造

平屋,[丙]組 み立て式実験家屋;延 べ床2坪 の地方的差異

の研究を行 うための移動性木造平屋 とい う4タ イプであ

る。実際は総合試験家屋の一種類が雪調敷地内に建設 さ

れたが,今 がすでにこの時点で試験家屋のあ り方 を,家

屋本来の多様なあり方に対応 して多次元的に考えていた

ことが明 らかである。今の案の他に,雪 調調査の時から

協力者であった木村幸一郎(早 大)が 「実験家屋研究項

目」のメモを残 している。それはまず,第 一に屋根材 と

勾配,第 二に採暖 ・排煙方法,第 三に採光窓の能率,第



四に保温方法,第 五に防湿方法,第 六に作業時の空気測

定,第 七に全体的観察 とい う項 目で構成 され,実 験の方

法が具体的に指示 されている。今は木村の研究項目に対

応 して1937年4月 具体的な設計を行 う。

2)設 計案

最終的に建設 された試験家屋は,三 層の50度 勾配切妻

屋根を持っ木造の付属屋がっいたもので,二 階に入 り口

を設ける案だった。一層 目には前面付属屋部分に厩舎,

母屋部分には作業場と土間,台 所 と風呂があ り,二 層 目

には前面に作業場,母 屋部分は二寝室 と居間,三 層目は

前面に納戸 と大きな物置を配置 していた。雪下ろしの作

業軽減,冬 の作業空間の確保,厩 舎や作業場 と居住部分

の分離による居住性の向上,採 光を開 口から豊かにとる

と同時に断熱効果を考えた真壁に板張りの壁など,垂 直

方向で積極的に空間利用を行い,新 たな生活形式を提案

すると共に,鮭 川調査以来それまで検討 されてきた東北

地方農家改善要件が殆 ど盛 り込まれた案だった。

今はこのよ うな設計を,新 潟県十 日町の座談会での意

見,新 潟県南魚沼郡大崎村の滝沢校長の住宅との出会い

に勇気付けられて行った とメモに残 している。 しか し,

基本的には1934年11月 に彼が設計 した農家改善案の乙

案に基づくものだったことはその平面構成から明らかで

ある。今はスイスなど欧米の民家 と日本の鮭川村の農家

の間取 りや形態を,現 状の調査 と住空間の改善に対する

具体的問題意識によって,現 実的で合理的な視点から再

解釈 し融合 したといえる。

3)居 住実験の成果

『草屋根』の 「雪国の試験家屋」では,1938年 春から

実際の農家家族による居住実験を行 った結果,今 たちが

期待 していた通 り,そ の家族の生活は労働効率が大きく

向上し衛生的になった ことが述べ られている。 しか し,

親の留守に子供が思わぬ行動をすることや,垂 直動線や

作業場と居住空間の区分などへの習慣的抵抗,労 働効率

向上の結果引き起こされた労働量増加など,改 善である

と今 らが思 うことがかえって居住家族の負担 となった幾

つかの理 由によって,そ の家族は数年間 しか住まなかっ

た。今はこの経験の中で,住 宅改善が,住 習慣の観点を

より重視すべきだとい うこと共に,問 題は単に 「改善」す

るのではな く,従 来の生活観念 と地域的視点を重視する

べきであることを自覚 した。そ して 「在来 と全 く違った

方針で新たに歩み出すっ もりで進まねばなるまい」と考

えるに到った。

4.東 北調査と今和次郎,雪 調の研究

4.1(財)東 北更新会の設立と東北調査の委託

更新会(財 団法人東北更新会)の 前身の東北生活更新

会の発足は,1935年2月 に学振(財 団法人 日本学術振興

会,会 長前総理斉藤実)が 政府に対 し東北振興上,生 活

改善に関 し特に 「急施」を要する事項として会の設立を

提起 したことに端を発 している。斉藤実内閣の後 を受け

た岡田内閣は学振代表に加 えて水野錬太郎(貴 族院議員,

政友会巨頭)ら 官僚出身の政治家 と東北出身の軍人,政

治家,学 者等を役員とした同会を5Eに 創立 した。翌36

年2月,2.26事 件により同会会長斉藤実内大臣が暗殺 さ

れ,同 年10月 に組織 を変更 して更新会 となった。更新会

の目的は 「東北地方 における生活の更新,産 業の開発,文

化の進展に貢献する諸事業 を総合的に経営助成 し東北地

方の振興に寄与すること」文21)であった。更新会会長は

前記の水野,理 事に堀切善次郎(元 斉藤内閣書記官長)ら

内務 ・大蔵 ・日銀 関係者が参加 した。事務所は内閣内に

置かれ,東 北6県 に支部,市 町村に分会が置かれ,妊 産

婦幼児保険,ト ラコーマ治療,住 宅改善などの事業の指

導,助 成をおこなった。財源は公費 と財閥寄付によった。

学振(二 代 目会長帝国学士院長 ・理科大学長桜井錠二)

第20小 委員会(委 員長陸軍軍医中将小泉親彦)は 「東北

地方の衣食住改善問題の調査研究のため,農 山漁村住宅

の欠点及改善方法の調査研究並に標準住宅の設計案作成」

をするための調査研究 「東北調査」を1935年11A,同

潤会に委嘱 し,こ こから同潤会を主体 とした東北調査が

スター トすることになった。

4.2同 潤会 ・東北地方農山漁村住宅改善調査委員会 と

今和次郎

学振か ら東北調査の委嘱を受けた同潤会は建築,衛 生,

農政,漁 政その他からなる18名 の専門家 と東北6県 の関

係者か らなる臨時委員を集めた調査委員会(同 潤会 ・東

北地方農山漁村住宅改善調査委員会)を 発足させた。ま

た,調 査委員会に提出審議すべき議案の原案作成のため

建築専門家を中心 とした特別委員会を設けた。特別委員

会主査は内田祥三東京大学建築学科教授,委 員に今,中

村寛厚生省技師(東 大建築卒),那 須皓東京大学農学部教



授,南 崎雄七厚生技師,山 口弘道雪調所長を充てた。ま

た,こ の調査を専任担 当する技師として竹内(当 時39歳)

を1936年1.月 付けで採用 した。以来,東 北調査の建築面

の実務的な内容は,こ の今一竹内コンビと中村寛が中心

となって進めていくことになる。

東北調査は1936年1月 の同潤会宮沢小五郎専務(元 東

京市経理課長,仙 台出身),乾 調査課長,中 村技師による

秋田 ・山形両県への調査実施の協議を目的 とした出張か

ら具体的な活動が始まった。続いて同年1月17日 に第一

回調査委員会を開催 し,委 員,臨 時委員53名 の出席を得

て,1935年 度事業 として先ず秋田 ・L.Ll形両県における調

査の実施 を協議 した。

第一回会議ではまず秋 田・山形両県の地方臨時委員か

ら,イ.農 山漁村住民の生活事情並びに気候風土の及ぼ

す住宅の特異性,ロ.農 山漁村住宅の一一般的形態及びそ

の長所 と短所,ハ.農 山漁村住宅の建築改善の奨励指導

等に関する制度施設の概要,の 三点について報告を受け,

次いで南崎 ・山口 ・今 ・湯河(農 林省農政課長)の 各委

員の意見の開陳,改 善を急務とする諸点に関する意見の

交換があり,最 後に改善に関する調査研究の方針と方法

等に関する意見の交換が行われた。

秋 田・山形の臨時委員の発言文19)で注 目され るのは,農

家住宅の採光,採 暖 ・排煙などの問題の他に,秋 田で住

宅改善指定村三ケ村に寝室 と台所改善の補助金を出して

いること,L]形 で農村住宅設計図案集発行,開 拓地農家

標準設計住宅建設,農 村住宅調査,農 事試験場標準農家

住宅建設など先進的事業を進めていた ことなどである。

最後に12項 目に及ぶ調査研究方針及び方法案が提出さ

れ了解 された。その主なものは,

①既設住宅の改善と新築住宅の設計とは区別する,②

多雪地方 と他の地方を分けた設計,③ 普通 農家,養 蚕農

家,漁 家を分け特に中小に重点を置く,④ 共同作業場と

住宅 との相互関係の重視,⑤ 試験研 究に供する家屋設備

を設ける,⑥ 改善は自家の労力 ・材料,自 村の労力 ・材

料の利用の範囲内で行 う,⑦ 農山漁家の改善の意向を徴

するため改善設計事例等の募集,で あった。

専門家委員のうち唯一人の農家住宅研究者であった今

は次のよ うな発言 をしている。①東北地方の間取 りの中

心は広間型である,② 寝間と台所の改善が急務である,

③生保内村に 「婦人友の会」セ ッツルメン ト試験的家屋

を建設 し成果を追跡 中,④ 採光 と排煙,ス トーブ,電 燈

数 と間取 りの関係に注目,⑤ 住宅改善指導員制度創設の

必要性,⑥ 安価な建築指導案内書の刊行の要望,⑦ 農民

自身が改善 したい気持ちになることが大切,⑧ 採暖方法,

採光改良,雪 害防止等のための試験家屋建設の要望(山

口委員か らも要望)。

今は東北地方農家住宅の持っていた主要な問題点 を明

確にす るとともに,そ の後の東北調査の在 り方を主導 し,

農村建築の専門家 として試験家屋の建設,改 善指導員制

度の創設,建 築指導書の刊行など住宅改善の普及指導に

まで調査事業を伸ばすべきであると主張 し,戦 後の農林

省による生活改善普及員制度の創設にまで繋がるよ うな

先見的な考え方を表明 していた。

4.3東 北調査と雪調の研究

1)雪 調伝習会 と伝習生アンケー ト

1934年3月 に開催 された雪調が行った第一回伝習会

は,積 雪地方における将来の地方指導者 の養成 を目的と

し,各 道県に定員を割 り当てて推薦 された農山漁家の子

弟を対象に,「経済更生計画および雪害の防除に関す る根

本的観念 を認識 させ同時に本所(雪 調)の 調査指導に関

し連絡 を保たしむる意図」文22)を持って開かれた。即ち,

この伝習会の開催は単に知識技術の伝習をするのみなら

ず,雪 調の進 める調査指導の協力組織のネ ットワークを

積雪地方全体に張り巡らすことを意図 していた点が注目

される。伝習会は,高 田市(北 陸地方)新 庄町(東 北地

方南部)青 森市(東 北地方北部)札 幌市(北 海道地方)の

四ヶ所で開催 され,各 々10日 間,合 計390名 が参加 した。

参加者の職業は,農 業者47%,農 …会役職員30%で 全体の

77%を 占めている。伝習科 目は積雪地方の農村経済更生

の原理,農 業経営改善などの概論 ・総論のほか,農 産加

工,有 畜農業など農村工業 ・副業の具体的な技術,雪 の

理化学的性質など積雪に関するものなどであった。

また,伝 習生に対 して伝習会開催の機会を利用 して家

屋改善に関する様々な見地からの意見を求め,自 家の現

在家屋の間取 り,そ れを将来どのよ うに改善 したいか と

い う意見,そ の計画図面 も提 出させるアンケー トを実施

した。同時に,政 府その他に対する助成施設に関す る希

望や意見などを求め,在 住地方並びに家庭における経済

および経営に関する諸事情を聴取 し,多 数の伝習生に対

し詳細な調査を行った。さらに,伝 習生 と講師,所 員相



共に膝を交えて座談会を開催 し率直な意見の交換 も行っ

た。これ ら一連の調査により,積 雪地方農山漁家住宅の

敷地,間 取 り,材 料,構 造,付 属建物などの実態 と将来

の指導者を期待 される青壮年者の希望意見等が初めて明

らかになり,そ の成果が1936年1月 開催の第一回調査委

員会において山口所長から報告 された。

2)雪 調 と積雪研究会

雪調は,1934年 以来積雪地方の道府県と市町村 に委嘱

して積雪期,融 雪期,根 雪期間等積雪事情に関す る各種

調査を行 った。既存の報告資料が乏 しかったため雪調が

毎年行った積雪調査を基に して,1936年4A,積 雪地方

の北海道,東 北,北 陸その他道府県合同の雪害調査方法

統一に関する協議会を開催 し,併 せて積雪を研究する関

係者か らなる積雪研究会を設立(9月)し た。その主要

なメンバーは平田徳太郎(農 林省林業試験場),黒 田正夫

(理化学研究所),中 谷宇吉郎(北 大),山 根銀五郎(東 大

理学部),今,山 口弘道 らであった。また其の中の研究者

を中心に 「雪の会」(会 員38名)を 開き,ほ ぼ毎月例会

を持って文献研究,積 雪地方視察旅行,研 究打ち合わせ

などを活発に行 った。それ らの活動の成果は文献収集抄

録,積 雪の分類,試 験家屋の建設,雪 崩の研究,積 雪の

力学的試験などとなって結実し,わ が国の積雪の研究の

基礎を築いたもの として高 く評価できるが,同 時に今の

試験家屋設計,東 北調査の農家住宅標準設計における設

計条件の基礎 として重要な気候区の設定の際にも大きな

貢献があった。

5.農 村住宅素人設計懸賞募集と東北調査報告書

5.1農 村住宅素人設計懸賞募集

東北調査では,現 在住宅の改善事項調査お よび標準設

計立案に際 して,地 方民の住宅改善意見を徴収するため

に(財)東 北更新会 と協力 して東北6県 で,農 村住宅の

素人設計図案を募集 した。また懸賞募集は,地 方民に対

して現在住宅を再認識する機会を与え住宅改善に必要な

関心を持たせ る目的 もあった。1936年2月,秋 田,山 形

両県下農村住宅懸賞募集を行い,1937年1月 には青森,

岩手,宮 城,福 島の四県でも実施 した。秋 田 ・山形県農

村住宅素人設計懸賞募集の応募件数は2555通 で当初の予

想を上回る良好な結果 となった。応募者の年齢は14歳 か

ら75歳 までと幅広く,素 人設計に対する関心の深 さが分

かる。応募者には同時に現在住居する住宅の配置お よび

間取 りを図示 させ,質 問事項への回答を求めた。これに

より現状,文 化の向上,農 作業方法の発達に伴 う住宅変

遷の動向を統計的にも明らかにする事ができ,標 準設計

の手がかりとした事も東北調査の特徴の一つである文23)。

農…村住宅懸賞募集 に続いて2年 後の1938年5月,漁 村

住宅素人設計懸賞募集 を行い,青 森,秋 田を筆頭 に835

通の応募があり農村住宅同様成功を収めた文24)。

5.2農 山漁村現在住宅の欠点事項と改善に関する調査研

究,『東北地方農山漁村住宅改善調査報告書1』 文25>

東北調査に課せ られた二つの研究項目の一つが 「東北

地方農山漁村現在住宅の欠点事項並改善に関する調査研

告」であり,そ のため調査委員会での報告と意見,提 示

された資料 と専任技師(竹 内)に よる数次の現地調査 を

もとに纏 められたものが1941年 に出版 された『東北地方

農山漁村住宅改善調査報告書1』 である。同書には内閣

統計局,農 林省,帝 国農会,内 務省社会局,山 形県,東

京天文台な どの各種統計が活用 されているが,前 記の素

人設計募集時の付属調査資料 も大いに利用された。また

竹内が現地調査の際に写 した当時の厳 しい条件下に置か

れた農家住宅の写真(原 版工学院大学竹内コレクション

所蔵)も 数多く使われている。

本文約200頁 にわたる報告書は,始 めに各県別の住宅

の現況 と欠点の概要を述べ,次 いで各論として敷地 と建

物配置,間 取 りと各室の状況などについて述べているが,

その内容は当時の東北地方農山漁村の窮乏からくる生活

と住宅の劣悪な実状を余す ところなく捉え,改 善すべき

問題点を明確 に示 している。農地解放による農家経済の

急速な発展によって都市住宅 と見紛 うばかりに変化 した

戦後の東北地方農家住宅の姿からは想像 も出来ない姿で

あった。報告書の後半は,構 造 ・材料など建築技術,住

宅内各室の環境 ・設備 とともに敷地内建物配置 と付属舎

の改善のあり方を述べている。ここで述べられている改

善事項の内容には,厩 を外に出す,土 間の一部を子供部

屋に改造する,椅 子式の食卓,寝 間の改善,風 呂場 ・便

所の改良,通 風採光の改善な ど前述の 『農村家屋の改善』

に書かれたこととほぼ同様のことが盛 り込まれてお り,

この時期すでにこれ らの改善の考え方が広 く認められる

ようになっていたことがわかる。

5.3農 山村住宅標準設計,『東北地方農山漁村住宅改善

調査報告書 ∬』文26)

二番 目の研究項 目である農家住宅の標準住宅設計につ

いて纏めたものが 『東北地方農山漁村住宅改善調査報告

書ll』(1941)で ある。住宅標準設計方式は同潤会 として

は既に震災後の都市共同住宅建設に採用 して大きな成果

をあげていた。農家住宅設計にその考 え方を採 り入れ よ

うとした試みは全 く初めてのことであった。そこで先ず

設計条件 を決めることから始めたが,第 一の条件は雪調

の積雪研究会の研究成果を応用 し,林 業試験場平田博士

の協力を得て積雪 ・常風等に基づく東北地方の気候帯図

を作成 し,そ の気候区に合わせた住宅型 を計画すること

であった。気候区の分け方はそれぞれ第1区 は寒冷期が

短 く降水量は少ない,第2区 は寒冷期が短 く降水量は多

い,第3区 は寒冷期が中位で降水量は少ない,第4区 は

寒冷期が中位で降水量は多い,第5区 は寒冷期が長 く降



水量は少ない,第6区 は寒冷期が長 く降水量 も多い,で

あった。設計条件 としては,ま ずこの6気 候区を常風の

向きによって,夏 西 ・冬西北と夏南 ・冬西北の2種 類に

大別 した。これに重ねて住宅規模で50坪 内外 と35坪 内外

に2区 分 し,副 業の養蚕の有る無 しで区分 し,以 上3種

類の区分 を基本条件 とした。さらに外壁,母 屋屋根材料,

地形の条件を組み合わせて34種 の標準住宅型を計画し,

その中で12種 を標準例 として設計図(… 般図)を 作成 し

ている注8)。なお設計条件については,当 初,8月 の特別

委員会小委員会時点で,条 件の第一に間取 り形式による

型の設定が考えられ,「旧間取 り尊重」型では,厩 その他

産業部分を居住部分より分離 しないもの,同 分離 したも

の,厩 がないものの3種,「 新間取 り」型では,共 同施設

を充分利用 したもの,同 多少利用 したもの,利 用 しない

ものの3種,合 わせて計6種 類の型が 考えられていた。

しか しその後,12月 の小委員会では曲がり家形式,新 形

式の2種 に絞 られその下の区分がな くなり,さ らに1月

に最終的に 「間取 り」型による条件そのものが消えてな

くなった とい う経過があった。

標準型の平面の決定にあたっては,農 村住宅の機能を

母家(居 住部分)と 付属家(産 業関係部分)に 分けて考

え,雪 の関係か ら母屋 と付属家 を別棟 とするか否か,常

風の関係から臭気や煤煙を発する施設 を風下に置 く事,

冬期防風や夏期通風上の良否,養 蚕畜産等建物に関係あ

る副業について便不便を考慮 し,素 人設計懸賞募集の応

募図案についても参考 としている。

標準型で注 目され る母屋の平面計画をみると,母 屋内

の土間の配置については5種 類の母型に基づく型を設計

しているが,土 間部分以外の座敷 ・茶の間 ・寝間 ・台所

などいわゆる床上部分の間取 りは旧来の田の字型(整 形

四つ間取 り)プ ランを踏襲 している。炊事場(台 所)を

除 く床上各室の規模は全体規模に応 じて8畳,6畳,4.5

畳の3種 類になっているが,夏 の常風方向により通風を

考慮 して床の間,押 入れの位置には変化が付けられてい

る。また,寝 室は1室 に固定せず南側の条件の良い部屋

も利用す るように しているため,田 の字を構成する4っ

の部屋には従来のように座敷 ・寝室 ・茶の間な ど固有の

名称を付けず,8帖,6帖,4.5畳 など部屋の大きさを称

としている。土間部分の計画では,土 間の機能を玄関 ・

応接 と炊事 ・食事 ・サー ビスに分離 している。また,炊

事場の改良,立 ち流 しの採用,改 良カマ ド,床 上 と土間

の両方から入れる浴室の整備,床 上と土間の両方で使え

る食卓の位置の工夫,記 帳室,生 活用物置などの確保な

ど現代にも通用する改善を提案 している注9)。

5.4漁 村現在住宅の欠点事項と改善に関する調査研究

と標準住宅設計,『 東北地方農山漁村住宅改善調

査報告書皿』文2'7)

漁村住宅は当初,農 山村住宅と一体に考えられていた

が,1936年11月 の特別委員会以降,農 山村 とは全 く別途

に取 り扱 うことになり,農 μ」村の研究から2年 後の1938

年度か ら研究が開始 されその結果纏められた報告が 『東

北地方農山漁村住宅改善調査報告書皿』(1941)で ある。

現地調査では青森,岩 手,宮 城を中心に20箇 所前後の漁

村を対象に気象 ・地形など基礎条件から住宅,集 落環境

の現状まで詳 しく調べられた。漁村特に純漁村では密集

し狭隆な住宅敷地,極 小規模の家が多く,借 家,長 屋な

ど町屋に近い形態のところも多いほか,間 取 り,諸設備,

付属家な ども一般の農山村より劣悪な条件にあった。こ

の調査は漁村を直接対象にした大規模で組織的な研究 と

しては初めてのもので,戦 前の漁村住宅研究の噂矢 とし

て大いに注目される。

集落計画の研究は東大助教授高山英華氏に委嘱 され,

現地調査及び地図上の考察,関 係者の意見な どを基に,

沿岸漁業を営む150戸 ほどの小漁村を対象 とした計画を

作った。

小漁村は地形を始め とするその地域のローカルな条件

が強 く働き,類型化することは極めて困難であったため,

計画としては一般的指針を示 した模式的なものにならざ

るを得なかったようである。しか し,大 津波など防災も

考慮に入れ,店 舗,加 工場,乾 燥場,漁 港施設など共同

施設を含めた漁村の集落計画の提案 としては初めてのも

のであった。

漁家標準住宅型では,業 種,敷 地規模(間 口3種,奥

行き3種),環 境(海 とσ)位置関係),道 路の方位,住 宅

延べ坪(20坪,30坪)の5条 件の組み合わせで7形 式の

規準型 を決めているが,農 山村の場合 と違って敷地規模

が小 さく,敷 地環境(敷 地形状,接 道条件,海 の方向,方

位)の 制約 が強 く働いた形の標準型 となっている。

5.5住 宅改善読本 ・大工講習会

1)大 工講習会開催 目的 と参加者

調査委員会は3年 間の調査研究の結果,農 山漁村の住

宅はその機能が都市の住宅 と比較して遥かに複雑多岐で

あって,住 居であると同時に生産工場でもあ り,格 式習



慣な どの因習にとらわれるため文化施設の利用がままな

らず,さ らに東北地方は雪害冷害その他の災禍に悩まさ

れる不利な条件下にあり,改 善のためにはこのような各

種の観点から解決 しなければならない難問題が極めて多

い事を指摘 している。

これを一般に周知徹底させ,改 善の実施を促進するた

めに,直 接住宅改善の立場にいる町村在住の住民に出席

を求めこの主旨の宣布 と実施の促進を図るために講演会

を開催 し,一方で技術的に住宅改善に携わる大工に対 し,

改善の要旨と実施上必要な技術を教習するために住宅改

善講習会を開催 した。講習会は2日 間開催され両 日とも

参加 した者には出席手当金 を支給す るなど,出 席 しやす

い環境 を整えるなどの工夫をしている。

1940年3月 に宮城県で開催 された講習を皮切 りに11月

の秋田県の講習まで東北6県 を巡回 し,各 県で指導者講

習会1回,大 工講習会2回 の予定で開催 している。出席

者は指導者講習会553名,大 工講習会1287名 であった。

東北更新会専務理事松村松盛,今 和次郎,竹 内芳太郎の

他各県の技術関係者が講師の任にあたった。

2)『住宅改善読本』文28)

1940年3Aに 発行 した 『住宅改善読本』は,竹 内が執

筆 し,中 村寛(当 時厚生省傷兵保護院技師),今,古 瀬安

俊(前 内務省社会局医療課長)が 校閲補修 したものであ

る。東北地方農 山漁村住宅改善調査報告書並びに標準設

計計画案を普及す るために抄録編集 し,指 導書として,

当該地方の関係当局その他に配布 した。また,改 善要項

だけを抜粋 した小冊子 『住宅改善読本』を作成 して,講

習会用テキス トとして使用 した。

『住宅改善読本』の内容は,住 宅改善の意義を説き,改

善には親切 な指導者が必要であ り,改 善はそ こに住む

人々が健康に生活 し仕事をするためにあり,決 して贅沢

な事ではないと述べている。改善によって一時経費が必

要になるが,年 々の経費が減 じ収入が増す予想の下に無

理のない範囲で行 う事が望ま しく,改 善の心掛けが大切

で,自 分の住宅の欠点を知 り,診 察 し改善方法を考えな

ばならないとも述べている。

また,総 頁数の半数以.ヒが建築の構造,材 料,設 備,設

計実例,仕 様書,見 積 もりなど建築技術の解説に費や さ

れている事から,現 場の大工の参考資料 となるように書

かれたものであったこともわかる。

6.ま とめ

今が戦前,雪 調 と同潤会の行った東北地方の住宅改善

を目的とした一大調査研究において果た した役割と成果

をまとめると次の通 りである。

①今の民家研究に始まる農村研究は,大 正期に高揚 し

た生活改善運動の流れの中で,農 村の生活や住宅改善に

ついて大きな足跡を残 した。今の研究は林学,人 文地理

学等,関 連他分野の研究者 と交流を持ちながら,全 国を

隈なく歩き克明に記録す るとい う方法で進められた。都

市中心の生活改善が西洋の生活様式導入に偏っていたこ

とを改め,明 治期からの農民主体の改善運動を活か した

方法を具体的に発展 させた。農村の生活 ・住宅改善の方

向はその土地の持っ気候や風土,歴 史や文化を踏まえて

人間が健康で楽 しく生活す るための住いや村の環境を整

えることであると提案 した。そ こには人間と人間生活に

対す る興味関心と他者愛,時 代に対する先見性があった。

②東北調査は,1932年 に始まった世界恐慌 による東北

農山漁村の窮状を救 うため,当 時の東北出身の斉藤首相

率いる政府による官製の経済更正運動を背景に,内務省,

農林省(経 済更正部)と 学術振興会によって発案 され,雪

調の協力を得て,関 東大震災後の都市住宅建設で実績を

あげた同潤会に委託 して実施 された。

③東北調査に先立って実施 された雪調による鮭川村調

査は,作 業効率の向上 と衛生状況の改善を目的 として,

東大東畑精一 ら農業経済の専門家 も参加 した総合調査で

あり,今 は環境の専門家木村幸一郎(早 大)ら の協力 を

得て,雪 害を防止 し室内環境を改善する二つの農家モデ

ル住宅を提案 した。

④新庄町の雪調の敷地内に今の設計による雪害防止の

ための雪国試験農家家屋を建て,実 際に農家家族 を住ま

わせ る実験を行 って改善の効果 を研究 した。その結果,

住宅改善において住習慣の観点をより重視す るべきだと

い うことを認識 した。

⑤東北調査では,同 潤会によって設置 された調査委員

会を中心に,東 北更新会と県市町村の協力を得て現地調

査,素 人設計懸賞募集などを行い,建 築専門家による特

別委員会の今,中 村 と専任技師竹内らの協力を得て農 山

漁村の現在住宅の欠点 と改善事項をまとめ報告書も公刊

した。

⑥また,雪 調による鮭川村調査や住宅改善案,試 験家

屋の成果及び同潤会が関東大震災後の都市住宅建設で成



果をあげた住宅標準設計の手法を採用 し,気 候区分,規

模,副 業などの条件を勘案 した34種 の農μ」村住宅標準設

計図と7種 の漁村住宅標準設計図を提示した。

⑦研究がほぼ終了した1940年 に,調 査研究の成果を周

知 させ改善の実施促進を図るため 『住宅改善読本』を作

り,同 時に地方指導者講習会と大工講習会を各地で開催

し成功をおさめた。今 と竹内は講師 として活躍 した。

以上見てきたように今 らによる東北調査は,生 活改善

の方法や視点を形式的に適用するのではなく,農 民の主

体的な改善意欲を尊重 し,実 際の調査による地域的特性

を生か した新たな生活改善の理念を生んだ。 しかし,調

査研究の終了と殆 ど同時に太平洋戦争に突入するという

時期の悪 さもあってか,そ の後の東北地方農山漁村の住

宅改善の進展に直接的な影響を及ぼした とは言えないが,

戦後の生活改善住宅改善の理論的基礎を築き,農 林省の

生活改善普及事業にも大きな影響を与えた点を考えると,

大きな意義のあった調査研究であった と評価できる。

<注>

1)消 え行く古民家に危機感を持った柳 田らによって1918年 結

成され,今 も参加 した。

2)生 活 改善同盟会設立の趣旨文且ω

3)セ ツルメン トの建物 と15坪 の模範付属住宅一棟は,豊935

年9月 起工,12月 竣 工 した。付属住宅には,セ ツルメン ト

の卒業生の中の一家族が住み,友 の会の 目指す簡易生活の

厳 しい指導を受けながらも楽 しい生活を経験することに

なった。セツルメン トの建物は,合 理化五力年計画終了後

は 「生保内友の家」として1994年 ま で使われていた。

4)そ の有様は 『草屋根』の 「雪の東北の旅」に 「雪に埋もれ

ている真暗な農家の中で,懐 中電灯の光をか りて,暗 い部

屋部屋の隅まで検査 して廻ったのである。次から次へと農

家を訪ねて平面図 と断面図を取 り,家 の人び との生活の様

子を観察したのだが,ろ くろく炉の焚火にも温まるひまが

なく廻 り歩 く。そ して吹雪にふかれて野を歩き,渡 し舟で

寒風にさらされて…とうとう蔵 田さんが熱 を出して途中で

落伍 してしまったのであった。」と記 されている。

5)竹 内 は,5月 に も引き続いて秋 田県の農家 と地割 りの調査

を行ってい るが,そ の成果は,後 に昭和12年8月 にまとめ

られた 「東北地方農村住宅標準設計型式決定条件」で,山

形と秋 田の農家の間取 りを比較す る際に活かされた。

6)そ れ は,① 間取 りに於いては現状を基本 として母屋と作業

場,厩 舎 とを隔離す ること,② 小屋裏利用の現状 を改良保

持すること,③ 養蚕時の居室または寝間に当てるべき部屋

を設けること,④ 居室などの採光,⑤ 便所の改良,⑥ 土台

を設けること,⑦ 床束を設けること,⑧ 壁の強化,⑨ 間仕

切 りの強化,⑩ 小屋組みの強化である。さらに,暖 房形式,

屋 根材料,屋 根勾配,小 屋組み構造,便 所などに関する研

究が一層必要であると述べてい る。

7)そ の提言に基づいて10月 には雪調の嘱託研究員図司安正

らによって 「東北地方における凶作,飢 謹及び郷蔵に関す

る調査」「郷蔵の歴史(い わゆる備荒施設 としての)」 がまと

められた。これらの研究は,郷 蔵が平安時代か ら存在 した

こと,そ れには備荒備蓄を 目的とす る義倉 ・社倉と米価調

節のための常平倉があること,時 代や地域 ごとの規模 と構

造,貯 蔵の仕組み と金融制度 としての仕組み,郷 倉制度が

飢謹にいかに有効だったかを詳細に明らかにしている。

8)秋 田 ・山形両県下農村住宅標準設計型式決定条件。1937.9

同潤会東北調査委員会特別委員会資料

9)『 報 告書II』 の標準例設計要項,土 間形式 ・基準間取 り一

覧等の具体的な内容については,既 に黒石の今についての

著作文4)で 紹介 されているので本報告では省略した。
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